
別表

一般的に受
援側地方公
共団体が資
源を保有

一般的に民
間部門が資
源を保有

一般的に受
援側地方公
共団体が資
源を保有

一般的に民
間部門が資
源を保有

一般的に受
援側地方公
共団体が資
源を保有

一般的に民
間部門が資
源を保有

一般的に受
援側地方公
共団体が資
源を保有

一般的に民
間部門が資
源を保有

第一次応
援投入

｢被害は不明だが、入手可能情報か
ら甚大な被害見込み。又は6県のい
ずれかから応援要請あり。」

1時間後

第二次応
援投入

｢被害は不明だが、情報ヘリ等の情
報で甚大な被害あり。又は6県の複
数から応援要請あり。」

2時間後

第三次応
援投入

｢情報ヘリにより6県のほぼ全域の調
査終了。被害は想定災害と同程
度。」

3時間後

4時間まで
6時間まで
8時間まで
24時間まで

第
2
段
階

1日以降
3日まで

○緊急消防援助隊数
　岩手県　366隊
　宮城県　609隊
　福島県　172隊
○主要な活動
　道路啓開
　人命検索・救助活動
　救急活動

都道府県隊
本部（指揮隊
車等を活用）

通信設備

活動車両

指揮支援本
部施設（公共
施設を使用）

指揮支援本
部施設（民間
施設を使用）

調理

電力

排泄（簡易ト
イレを活用）

睡眠・休息

衛生維持
（シャワー等）

車両・資機材
の容易な点
検・補修

空気ボンベ
充填（少量）

重機（道路啓
開、がれき撤
去等）

車両・資機材
の点検・補修

空気ボンベ
充填

酸素ボンベ
充填

燃料の確保

食糧・飲料水
の確保

消火剤（消防
機関備蓄分）

ホース（消防
機関備蓄分）

燃料の提供

消火剤

ホース

第
3
段
階

4日以降
10日まで

○緊急消防援助隊数
　岩手県　291隊
　宮城県　631隊
　福島県　237隊
○主要な活動
　人命検索・救急搬送
　林野火災消火活動
　転院搬送活動
　火災警戒

都道府県隊
本部（指揮隊
車等を活用）

通信設備

活動車両

指揮支援本
部施設（公共
施設を使用）

指揮支援本
部施設（民間
施設を使用）

調理

電力

排泄（簡易ト
イレを活用）

睡眠・休息

衛生維持
（シャワー等）

宿営地

排水・廃棄物
の処理

宿営地

排水・廃棄物
の処理

車両・資機材
の容易な点
検・補修

空気ボンベ
充填（少量）

人員・資材搬
送

重機（道路啓
開、がれき撤
去等）

車両・資機材
の点検・補修

空気ボンベ
充填

酸素ボンベ
充填

燃料の確保

食糧・飲料水
の確保

消火剤（消防
機関備蓄分）

ホース（消防
機関備蓄分）

燃料の提供

消火剤

ホース

第
4
段
階

11日以降 ○緊急消防援助隊数
(最大)
　岩手県　506(3/18)
　宮城県　861(3/19)
　福島県　255(3/27)
○主要な活動
　人命検索・救急搬送
　警防活動支援
　転院搬送
　火災警戒

都道府県隊
本部（指揮隊
車等を活用）

通信設備

活動車両

指揮支援本
部施設（公共
施設を使用）

指揮支援本
部施設（民間
施設を使用）

調理

電力

排泄（簡易ト
イレを活用）

睡眠・休息

衛生維持
（シャワー等）

宿営地

排水・廃棄物
の処理

宿営地

排水・廃棄物
の処理

車両・資機材
の容易な点
検・補修

空気ボンベ
充填（少量）

人員・資材搬
送

重機（道路啓
開、がれき撤
去等）

車両・資機材
の点検・補修

空気ボンベ
充填

酸素ボンベ
充填

燃料の確保

食糧・飲料水
の確保

消火剤（消防
機関備蓄分）

ホース（消防
機関備蓄分）

燃料の提供

消火剤

ホース

栃木県隊外14県514隊到着

発
災
以
後
の
時
間
経
過

全壊棟数：約38万～39万

死者数：約7,400～8,800

東京都隊80隊到着
福井県隊18隊到着

緊急消防援
助隊が自ら
備えるべき機
能

受援側等の支援が必要な
（又は強く望まれる）機能

物資等確保・補給機能

　　　　　　　緊急消防援助隊の活動を支える機能の例・確保手段等

部隊管理能力維持に必要な機能

緊急消防援
助隊が自ら
備えるべき機
能

受援側等の支援が必要な
（又は強く望まれる）機能

緊急消防援
助隊が自ら
備えるべき機
能

受援側等の支援が必要な
（又は強く望まれる）機能

隊員の滞在環境を支える 応援部隊としての活動能力を維持する

受援側等の支援が必要な
（又は強く望まれる）機能

緊急消防援
助隊が自ら
備えるべき機
能

燃料の確保

食糧・飲料水
の確保

消火剤

ホース（予備
を積載）

燃料の提供

調理

電力

排泄（簡易ト
イレを活用）

緊急消防援助隊の活動を支える機能の整理

上記計画中、主として消防が使用又は他の機関
と共用すると予定される活動拠点候補地
　主として消防　26か所
　他機関と共用　8か所

車両・資機材
の容易な点
検・補修

空気ボンベ
充填（少量）

都道府県隊
本部（指揮隊
車等を活用）

通信設備

活動車両

指揮支援本
部施設（公共
施設を使用）

指揮支援本
部施設（民間
施設を使用）

｢東海地震における緊急消防援助隊
アクションプラン」から読み取れる

主要な静岡県関連データ

○発災当日中の緊急
消防援助隊活動隊数
　岩手県　88隊
　宮城県　111隊
　福島県隊　60隊
○主要な活動
　道路啓開
　人命検索・救助活動
　救急活動

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

緊
急
消
防
援
助
隊
の
主
な

活
動
等

ベースキャンプ機能

重機（道路啓
開、がれき撤
去等）

車両・資機材
の点検・補修

空気ボンベ
充填

酸素ボンベ
充填

第
1
段
階


